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市税の納付は　便利な口座振替でやめよう放置自転車　今日から　あなたから
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市が貸与・助成した防災資機材

町内会長と市長が調印

炊出し訓練

火災の時の煙の中の
　　  避難を体験！

はしご車やポンプ車に
試乗してみよう！

生死を分ける
心肺蘇生法を習おう！

人助けに役立つ！

119番通報など

震度○を体験しよう

竹笛づくりにトライ!!

受付

受付

駐輪場

便 所
休憩所

国分寺市民
スポーツセンター

駐
輪
場

防災ＰＲ
防災相談など

あなたも乗って
みませんか？

ライフラインに関する
パンフレット配布

無料で試食できます

警察の災害対策

常備しておきたい！
　防災グッズの展示・

　予約販売

緊急連絡先や
血液型を

カードにしよう!!

廃油を使った
コンロや

ろ過飲料水の試作

「市民防災ひろば」開催「市民防災ひろば」開催第17回 「市民防災ひろば」開催
1010月１日（土）月１日（土）10月１日（土）

災害の備えは
　　　家庭から

応急救護講習会
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地図番号 推進地区名 協定締結日
① 高木町地区 昭和56年2月13日
② 本多地区 昭和57年1月16日
③ 泉町三丁目地区 昭和59年1月23日
④ 東恋ヶ窪六丁目地区 昭和60年5月23日

地図番号 推進地区名 協定締結日
⑤ 新町地区 平成6年12月22日
⑥ 国立団地地区 平成8年5月13日
⑦ 戸倉（中・西・北）地区 平成14年2月16日
⑧ 西町弁天町内会地区 平成17年8月21日

国分寺市防災まちづくり推進地区

　市では、応募のあった西
町弁天町内会地区（約670
世帯）を防災まちづくり推
進地区に指定し、8月21日
に同町内会（伴忠彦会長）
と協定を締結しました。地
区の活動の歴史と現状、今
後の取組みなどをご紹介し
ます。
→都市計画課（内511）

西町弁天町内会地区で、
防災まちづくり推進地区事業を開始します
西町弁天町内会地区で、
防災まちづくり推進地区事業を開始します

市内で8番目となる「推進地区」が誕生市内で8番目となる「推進地区」が誕生

　

最
近
、
関
東
地
方
で
は
、
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
７
月
23
日
午
後
４
時
35
分
に
は
、
都
心
部
で
最
大

震
度
５
強
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.7
）
を
記
録
す
る
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
で
も
、
今
後
30
年
以
内
に
南

関
東
地
方
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程
度
の
地
震
が
起
こ
る

確
立
が
70
％
と
発
表
し
て
い
る
と
お
り
、
地
震
は
、
決
し

て
遠
い
存
在
で
は
な
く
、
起
こ
り
う
る
も
の
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
・
共
同
し

て
、
地
域
社
会
を
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
、
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
推

進
地
区
」
事
業
を
昭
和
56
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
、
８
つ
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地

区
（
市
人
口
の
27
％
を
占
め
て
い
る
）
で
、
市
民
に
よ
る

活
発
で
持
続
的
な
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
割
合
は
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

↓
都
市
計
画
課
（
内
511
）

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
（
ま
ち
）
が
災
害
に
強
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
（
ま
ち
）
で

あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

国
分
寺
市
民
防
災
推
進
委
員
会
で

は
、「
防
災
ま
ち
づ
く
り
は
家
庭
か

ら
」
で
あ
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
ふ
れ

あ
う
場
と
し
て
「
市
民
防
災
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
【
会
場
】
け
や
き
公
園
（
雨

天
時
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）【
開

設
コ
ー
ナ
ー
】
本
部
・
く
ら
し
の

コ
ー
ナ
ー
（
本
部
・
車
椅
子
・
Ｊ

Ａ
・
防
犯
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）・
お

楽
し
み
コ
ー
ナ
ー（
子
ど
も
工
作
）・

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
煙
体
験
・
起
震

車
・
は
し
ご
車
・
緊
急
通
報
・
初
期

消
火
）・
助
け
合
い
の
コ
ー
ナ
ー（
救

出
救
助
・
応
急
手
当
・
家
具
転
倒
防

止
）・
備
え
の
コ
ー
ナ
ー
（
防
災
知

恵
・
緊
急
カ
ー
ド
・
防
災
用
品
）・

食
の
コ
ー
ナ
ー
（
炊
出
し
試
食
）
な

ど
【
主
催
】
国
分
寺
市
民
防
災
推
進

委
員
会
【
協
力
】
市
・
国
分
寺
消
防

署
・
小
金
井
警
察
署
・
Ｊ
Ａ
東
京
む

さ
し
国
分
寺
支
店
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
東
京
ガ
ス
・
関
東
電
気
保
安
協

会
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

※
徒
歩
・
自
転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。国

分
寺
市
民
防
災
推
進

委
員
会
と
は

　

地
域
社
会
に
お
け
る
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
普
及
・
発
展
の

た
め
に
活
躍
し
て
い
る
全
市
的
な
組

織
で
す
。
現
在
580
人
を
超
え
る
市
民

防
災
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

　
「
市
民
防
災
ひ
ろ
ば
」
の
ほ
か
、

会
の
情
報
誌
「
市
民
防
災
だ
よ
り
」

の
発
行
、「
防
災
講
演
会
」「
家
具
転

倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
お
手
伝

い
」
や
自
治
会
・
町
内
会
と
の
協
力

に
よ
る
「
応
急
手
当
講
習
会
」
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

↓
都
市
計
画
課
（
内
511
）

推
進
地
区
事
業
の
目
的

と
活
動
の
進
め
方

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
事
業

は
、
市
の
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進

地
区
実
施
要
綱
」
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
ま
す
。

　

事
業
の
目
的
は
、「
①
地
域
の
生
活

環
境
を
災
害
の
起
こ
り
に
く
い
よ
う

に
改
善
し
、
将
来
的
に
も
危
険
が
増

え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」「
②
地

域
住
民
に
よ
る
自
主
的
・
民
主
的
な

防
災
体
制
を
形
成
し
て
、
災
害
が
発

生
し
て
も
、
住
民
相
互
の
協
力
と
市

と
の
連
携
で
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
と
市
が

協
力
・
共
同
関
係
を
築
き
、
地
域
社

会
に
お
け
る
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
で
あ
る
「
防
災
ま
ち
づ
く

り
」
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

の
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
身
近
な

地
域
の
防
災
や
環
境
上
の
問
題
に
つ

い
て
、
調
査
や
話
合
い
を
重
ね
、
必

要
な
対
策
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で

決
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
域
で
合

意
さ
れ
た
こ
と
は
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

に
進
め
て
い
ま
す
。

活
動
主
体
は

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
は
、

市
内
各
地
域
の
一
定
の
ま
と
ま
り

（
規
模
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
50
世

帯
以
上
）
の
あ
る
地
域
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
構
成
が
自
治
会
・
町
内

会
で
あ
っ
た
り
、
自
治
会
な
ど
の
連

合
組
織
で
あ
っ
た
り
形
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
市
で
は
、
地
域
を
限
定
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
事

情
に
合
っ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
自

治
会
・
町
内
会
単
独
で
推
進
地
区
の

指
定
を
受
け
て
い
る
地
区
が
５
地

区
、
複
数
の
自
治
会
・
町
内
会
が
連

合
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
地
区
が

３
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は

　

８
つ
の
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進

地
区
」
で
は
、
地
区
の
実
情
に
あ
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
主
な
活
動
内

容
は
、
道
路
・
塀
・
消
火
器
な
ど
の

安
全
点
検
の
た
め
の
「
ま
ち
歩
き
」、

初
期
消
火
・
応
急
救
護
・
炊
き
出
し

な
ど
の
「
実
践
的
訓
練
」、
防
災
施

設
な
ど
の
「
視
察
研
修
」、
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
活
動
を
地
域
住
民
に
知
ら

せ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
」
な
ど
で

す
。
ま
た
、
家
庭
内
の
安
全
対
策
、

自
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
に
関
す
る
情

報
提
供
も
大
切
な
活
動
で
す
。
地
震

へ
の
備
え
は
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な

が
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
有
効
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
は
、
居
住
者
の
出
入
り

や
住
宅
の
建
設
な
ど
毎
年
変
化
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
防
災

ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
」
の
活
動
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

市
か
ら
の
支
援
内
容

　

市
で
は
、
地
域
で
防
災
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
市
民
と
協
力
・
共
同
し
て

進
め
て
い
る
中
で
、
次
の
よ
う
な
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
に
不
足
し
て
い
る
防
災
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
や
技

術
的
な
支
援

　
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
」

の
定
例
的
な
会
議
に
出
席
し
、
そ
の

時
々
に
合
っ
た
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
関
東
地
方
で
発
生
し

て
い
る
地
震
に
関
連
し
て
、
地
域
住

民
の
方
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
地
震

へ
の
備
え
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
市
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
話
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
「
防
災
ニ
ュ
ー
ス
」
の
印
刷

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
行
う
ニ
ュ
ー
ス

の
発
行
は
、
活
動
が
一
部
役
員
だ
け

の
も
の
で
な
く
、
広
く
地
域
住
民
の

活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
共

有
化
の
視
点
か
ら
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

③
防
災
倉
庫
な
ど
の
防
災
資
機
材
の

貸
与
・
助
成

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
の
活

動
の
中
で
地
区
独
自
の
防
災
計
画
書

を
作
成
し
、
そ
の
計
画
書
に
沿
っ
た

防
災
活
動
を
実
施
し
て
い
る
地
区

に
、
防
災
倉
庫
な
ど
の
防
災
資
機
材

の
貸
与
・
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
定
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

協
定
式
は
、
西
町
弁
天
町
内
会
か

ら
伴
会
長
は
じ
め
多
く
の
町
内
会
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
ま
た
市
か
ら
は
星

野
市
長
は
じ
め
関
係
職
員
が
出
席
し

て
、
弁
天
町
内
会
の
皆
さ
ん
の
活
動

の
拠
点
で
あ
る
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

式
で
は
、
ま
ず
市
か
ら
現
在
進
め

て
い
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

や
本
協
定
に
至
る
経
緯
を
説
明
し
た

後
、
町
内
会
長
と
市
長
の
間
で
署

名
・
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
町
内
会
長
と
市
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
両
者
の
協
力
・
共
同
関
係
が
重

要
で
あ
る
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
後
の
取
組
み
に

関
す
る
懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

西
町
弁
天
町
内
会
の

概
要

　

市
内
で
８
番
目
の
指
定
と
な
っ
た

西
町
弁
天
町
内
会
地
区
は
、
名
前
の

と
お
り
市
内
の
西
部
に
位
置
し
、
立

川
市
と
接
し
て
い
る
面
積
34
・
５ 

ha

の
弁
天
通
り
を
中
心
と
し
た
南
北
に

長
い
地
域
で
す
。

　

地
域
内
は
、
地
区
全
体
面
積
の
26

％
を
占
め
る
農
地
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

比
較
的
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
で
す

が
、
こ
の
と
こ
ろ
農
地
の
宅
地
化
で

生
活
環
境
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
江
戸
時
代
中
期

の
１
７
３
０
年
ご
ろ
か
ら
人
が
住
み

始
め
、
玉
川
上
水
の
分
水
で
あ
る
弁

天
用
水
が
完
成
し
た
こ
ろ
か
ら
戸
数

が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
45

年
に
は
、
弁
天
町
内
会
と
し
て
活
動

を
始
め
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組
み

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
が

協
力
し
て
地
区
の
防
災
計
画
書
を
つ

く
り
あ
げ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
、
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
計
画

書
作
成
に
要
す
る
３
年
間
は
、
市
か

ら
派
遣
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か

ら
、
専
門
的
な
指
導
助
言
を
受
け
な

が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
弁
天
町
内
会
の
皆
さ
ん

と
市
が
協
力
し
て
、「
ま
ち
歩
き
（
実

地
踏
査
）」
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

通
じ
て
、
防
災
上
問
題
と
な
る
場
所

な
ど
の
実
情
を
把
握
し
、
そ
れ
を
災

害
危
険
地
図
と
し
て
表
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
を
町
内
会
全
員
に
配
布

し
、
地
域
の
防
災
環
境
に
関
す
る
共

通
の
認
識
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
地
図
を
基
に
地
域
の
皆

さ
ん
が
防
災
上
問
題
が
あ
る
と
思
っ

た
事
柄
の
解
決
方
法
を
具
体
的
に
検

討
し
、
防
災
計
画
書
と
し
て
ま
と
め

ま
す
。

↓
都
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今
ま
で
の
活
動

　

西
町
弁
天
町
内
会
で
は
、
早
く
か

ら
炊
出
し
訓
練
や
応
急
救
護
講
習
会

な
ど
実
技
訓
練
を
行
っ
た
り
、
防
災

施
設
の
見
学
会
を
通
じ
て
防
災
意
識

を
高
め
た
り
し
て
、
災
害
時
に
備
え

る
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
発
足
し
た
防
災

部
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え

て
、
街
頭
消
火
器
や
消
火
栓
の
位
置

な
ど
を
確
認
す
る
「
ま
ち
の
点
検
」

を
行
っ
た
り
、
数
々
の
防
災
活
動
を

町
内
会
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
た
め

の
「
防
災
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
部
を
中
心
と
し
た
地

域
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら
西

町
四
丁
目
の
カ
メ
井
戸
で
毎
月
１

回
、「
井
戸
端
会
議
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
井
戸
端
会
議
で
は
、
日

常
的
な
地
域
の
話
、
防
災
や
ま
ち
づ

く
り
の
話
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
話

し
あ
っ
た
り
、
井
戸
水
の
簡
易
的
な

水
質
検
査
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
市
職
員
と
の
連
携

を
深
め
て
い
ま
す
。

協
定
締
結
に
至
る
経
緯

　

西
町
弁
天
町
内
会
は
、
防
災
ま
ち

づ
く
り
推
進
地
区
指
定
に
関
す
る
準

備
会
を
設
置
し
、
昨
年
10
月
か
ら
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
重
要
性
、

推
進
地
区
事
業
の
進
め
方
な
ど
、
地

区
指
定
に
向
け
た
具
体
的
な
話
合
い

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
推

進
地
区
へ
の
申
請
に
関
し
、
役
員
会

お
よ
び
定
期
総
会
で
の
承
認
を
経
て

申
請
に
至
り
ま
し
た
。

　

西
町
弁
天
町
内
会
で
は
、
準
備
会

の
設
置
に
先
立
ち
、
平
成
12
年
の
防

災
部
発
足
以
来
、
市
民
防
災
推
進
委

員
を
中
心
と
し
た
皆
さ
ん
で
防
災
ま

ち
づ
く
り
推
進
地
区
に
関
す
る
研
究

を
進
め
、
推
進
地
区
を
目
指
す
た
め

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
長
い
地
道
な
啓
発
活
動
が
実
を

結
び
、
今
回
の
協
定
締
結
に
至
り
ま

し
た
。
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